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近
代
大
阪
に
お
け
る
四
条
派
の
評
価
に
つ
い
て

│
西
山
芳
園
・
完
瑛
を
中
心
に
│

明
　
尾
　
圭
　
造

は
じ
め
に

平
成
二
九
年
の
秋
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
で
特
別
展
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
│
大
阪
四
条
派
の
系
譜
│（
一
）』

を
担
当
し
た
。
同
展
で
取
り
上
げ
た

西
山
芳
園
、
完
瑛
親
子
は
近
代
大
阪
を
代
表
す
る
四
条
派
の
画
家
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
昭
和
一
七
年
に
大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
』

以
来
、
ま
っ
た
く
大
阪
で
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
従
っ
て
、
小
規
模
な
が
ら
本
展
（
図
版
一
）
は
、
実
に
七
五
年
振
り
の
回
顧
展
で
も
あ
っ
た
。

円
山
応
挙
、
松
村
月
渓
（
円
山
四
条
派
）
を
擁
す
る
京
都
で
は
、
彼
ら
流
派
の
始
祖
だ
け
で
な
く
、
弟
子
の
末
端
に
至
る
ま
で
、
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
は
枚
挙
に
暇

は
じ
め
に

一
、
大
阪
四
条
派
の
先
達　

西
山
芳
園
と
完
瑛

二
、
美
術
名
鑑
に
み
る
西
山
芳
園
・
完
瑛
と
そ
の
周
辺

三
、
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
西
山
芳
園
の
存
在
意
義

四
、
大
阪
に
お
け
る
四
条
派
の
愛
好
者
（
完
瑛
鑑
定
留
「
鍳
定
録
」
と
『
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
』
を
も
と
に
）

五
、
大
阪
画
壇
（
芳
園
・
完
瑛
を
中
心
に
）
の
評
価
と
そ
の
展
望

資
料
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が
な
い
。
日
本
人
が
、
い
か
に
有
名
好
き
と
は
言
え
、
京
都
に
比
し
て
大
阪
に
お
け
る
画
家
の
顕
彰

が
こ
れ
ほ
ど
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
の
は
異
様
と
言
え
よ
う
。

同
展
図
録（
二
）で

も
述
べ
た
の
だ
が
、
近
年
、
大
英
博
物
館
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
を
中
心
に
大
阪
画
壇
の

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
井
原
西
鶴
や
近
松
門
左
衛
門
な
ど
江
戸
期
の
国
文
・
演
劇
研
究
を

進
め
て
い
た
研
究
者
た
ち
が
上
方
役
者
絵
に
着
目
し
た
の
が
発
端
で
あ
る
。

明
治
維
新
以
降
、
前
時
代
の
無
用
の
芸
術
と
し
て
、
国
内
で
は
屑
同
然
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
写

楽
や
北
斎
、
歌
麿
と
い
っ
た
浮
世
絵
は
、
明
治
前
期
に
来
日
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
（
後
述
）
な
ど
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
、
彼
ら
の
眼
に
よ
っ

て
精
選
さ
れ
た
優
品
が
国
外
に
流
出
し
て
い
っ
た
。
今
日
、
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
作
品
群
を
も
と

に
海
外
で
の
日
本
画
研
究
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
浮
世
絵
と
と
も
に
海
を
渡
っ
た
日
本
画
の
な
か
に
大
阪
画
壇
の
作
品
が
少
な
か
ら
ず
有
る
。
勿
論
、
狩
野
派
や
住
吉
派
を
は
じ
め
円
山
四
条
派
等
、
今
日
、

繰
返
し
展
覧
会
が
実
施
さ
れ
る
有
名
大
家
の
作
品
も
当
然
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
永
ら
く
不
明
画
人
と
し
て
収
蔵
庫
に
眠
っ
て
い
た
の
が
、
昨
今
、
研
究
対
象
に
な
っ

て
い
る
大
阪
画
壇
作
品
群
で
あ
る
。
彼
ら
の
作
品
集
積
は
、
明
治
以
降
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
続
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
象
は
決
し
て
有
名
無
名
（
大
阪
画
壇
は
そ

の
無
名
性
ゆ
え
に
作
品
価
格
も
下
げ
止
ま
り
状
態
）
や
流
行
り
廃
り
に
関
係
な
く
、
純
粋
に
作
品
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
虚
心
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
大
阪
の
円
山
四
条
派
に
は
如
何
な
る
画
家
が
い
た
の
か
。
ま
ず
、
応
挙
の
弟
子
と
し
て
森
徹
山
、
上
田
耕
夫
が
、
月
渓
（
呉
春
）
の
弟
子
と
し
て
長
山
孔
寅
、

佐
藤
魚
大
、
松
本
観
山
が
想
起
さ
れ
る
。
四
条
派
は
松
村
景
文
（
月
渓
異
母
弟
）
の
影
響
力
が
大
き
く
、
そ
の
代
表
格
と
し
て
上
田
公
長
と
西
山
芳
園
の
名
を
挙
げ
ね

ば
な
ら
な
い
。
な
か
で
も
西
山
芳
園
、
完
瑛
親
子
に
よ
る
西
山
派
は
大
阪
町
人
（
財
界
人
）
だ
け
で
な
く
、
明
治
期
に
来
日
し
た
御
雇
外
国
人
に
も
人
気
が
高
く
、
彼

ら
の
手
に
よ
っ
て
多
く
の
作
品
が
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
。

展
覧
会
を
通
し
て
実
見
し
た
西
山
親
子
の
作
品
は
、
表
具
備
え
が
良
く
、
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
所
蔵
者
も
大
阪
財
界
人
を
中
心

に
海
外
へ
も
広
く
伝
播
し
て
い
る
。
現
状
で
の
評
価
と
は
全
く
異
な
る
こ
れ
ら
作
品
に
対
す
る
当
時
の
認
識
に
つ
い
て
、
明
治
大
正
期
の
大
阪
画
壇
と
西
山
派
の
存
在

意
義
、
そ
し
て
近
代
大
阪
の
美
術
愛
好
者
が
四
条
派
を
如
何
に
評
価
し
て
い
た
の
か
、
完
瑛
に
関
す
る
新
た
な
資
料
も
交
え
て
考
え
て
み
た
い
。

図一　図録表紙
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一
、
大
阪
四
条
派
の
先
達　

西
山
芳
園
と
完
瑛

西
山
芳
園
・
完
瑛
は
、
幕
末
明
治
の
大
阪
に
お
い
て
著
名
な
四
条
派
絵
師
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
挙
や
呉
春
に
比
し
て
、
そ
の
生
涯
が
判
然
と
し
な
い
。
そ

れ
は
、
昭
和
一
七
年
に
大
阪
市
立
美
術
館
で
実
施
さ
れ
た
「
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
」
の
時
点
で
さ
え
「
父
子
の
画
蹟
は
珍
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
不
幸
に
し
て
そ
の
研
究

は
ま
だ
何
人
も
着
手
せ
ず
、
僅
か
百
年
内
外
の
短
い
過
去
で
あ
つ
て
、
閲
歴
等
は
十
分
に
明
か
さ
れ
て
い
な
い
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る（
三
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

集
約
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
か
ら
七
十
年
以
上
が
経
過
し
た
今
日
、
ど
こ
ま
で
彼
ら
の
全
貌
に
迫
れ
る
か
甚
だ
心
も
と
な
い
が
、
若
干
の
資
料
を
も
と
に
二
人
の
生
涯
を
概

観
し
て
み
よ
う
。

　
　

西
山
芳
園
略
伝

西
山
芳
園
に
関
し
て
は
武
富
瓦
全
（
春
二
・
明
治
四
年
〜
同
四
四
年
）
の
追
懐
を
紹
介
し
た
い
。
武
富
は
銀
行
勤
務
の
傍
ら
学
問
を
太
田
北
山
に
絵
画
を
西
山
完
瑛

に
学
ん
だ
。
近
松
研
究
で
知
ら
れ
た
俳
人
で
大
阪
俳
会
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
著
作
と
し
て
は
『
瓦
全
遺
稿
』（
明
治
四
四
年
）
が
纏
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
恩
師

西
山
完
瑛
を
通
し
た
追
想
録
と
し
て
「
雑
録
西
山
芳
園
先
生（
四
）」

が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
山
芳
園
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四（
五
））
大
坂
に
生
ま
れ
た
。
名
は
成
章
と
云
い
、
字
を
子
達
、
通
称
達
吉
と
称
し
、
芳
園
と
号
し
た
。
武
富
述
懐

（
以
下
、「　

」
内
は
同
資
料
か
ら
の
引
用
）
に
よ
れ
ば
「
生
家
は
大
坂
本
町
辺
り
の
立
派
な
木
綿
問
屋
で
あ
つ
た
そ
う
で
、
兄
弟
二
人
あ
つ
て
先
生
は
そ
の
弟
で
し
て
。

そ
の
後
如
何
い
ふ
都
合
か
家
道
日
に
挙
ら
ず
、
遂
に
そ
の
産
を
倒
す
に
到
り
ま
し
た
か
ら
、
先
生
は
仕
様
事
な
く
三
井
の
呉
服
店
か
、
糸
店
の
小
僧
に
な
ら
れ
ま
し
た
」

と
あ
る
。
勤
め
て
い
た
店
の
番
頭
に
画
を
描
く
こ
と
を
進
め
ら
れ
、「
芳
仲マ
マ

」
と
い
う
画
家
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
。
番
頭
が
画
家
の
師
匠
を
紹
介
し
た
の
は
、
商
家

に
は
向
か
ぬ
小
僧
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
紹
介
さ
れ
た
の
が
中
村
芳
中
（
生
年
不
詳
〜
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
没
）
で
あ
る
こ
と
だ
。

番
頭
が
「
あ
ま
り
上
等
の
先
生
で
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
面
白
い
が
、
大
阪
琳
派
の
雄
、
中
村
芳
中
が
最
初
の
師
匠
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
二
人
の
生
没
年
か

ら
考
え
て
も
、
芳
園
が
十
五
歳
前
後
ま
で
し
か
師
弟
関
係
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
期
間
も
わ
ず
か
数
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
己
よ
り
好
い
画
家

に
就
け
て
業
を
修
め
さ
せ
た
な
ら
ば
、
屹
度
大
家
に
な
れ
る
人
物
で
あ
る
、
と
気
付
い
た
先
生
（
芳
仲
）
も
中
々
面
白
い
考
で
あ
る
。
当
時
京
都
に
て
鏘
々
の
名
あ
る

松
村
景
文
先
生
を
紹
介
し
て
、
こ
の
先
生
の
門
人
と
為
れ
と
云
つ
て
、
先
生
（
芳
仲
）
自
ら
先
生
を
卒
い
て
師
弟
の
約
を
結
ば
せ
た
」
と
あ
る
。

門
人
の
前
途
を
考
え
、
京
都
の
景
文
に
紹
介
し
た
芳
中
は
自
ら
の
死
期
を
悟
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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だ
が
「
景
文
先
生
に
就
い
て
学
ば
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
僅
か
の
間
で
あ
る
。
手
本
を
貰
ひ
に
毎
月
一
度
づ
ゝ
三
十
石
船
に
乗
つ
て
京
都
へ
上
る
。
こ
れ
が
修
業
時
代

に
於
け
る
楽
し
か
つ
た
事
の
一
つ
だ
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
景
文
門
下
と
な
っ
た
も
の
の
、
通
い
弟
子
と
し
て
多
分
に
独
学
に
近
い
修
行
時
代
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。

結
果
と
し
て
、
芳
園
の
画
風
に
は
戯
画
風
な
人
物
花
鳥
や
琳
派
様
式
を
得
意
と
し
た
芳
中
の
影
響
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
四
条

派
様
式
で
「
幽
雅
軽
淡
」
な
る
西
山
風
を
確
立
し
た
芳
園
に
は
、
四
条
派
の
絵
画
こ
そ
が
最
も
自
己
表
現
の
意
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
修
行
時
代
も
含
め
て
画
家
と
し
て
の
生
活
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
武
富
述
懐
に
よ
り
、
さ
ら
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

芳
園
の
画
は
「
非
常
に
お
と
な
し
く
行
届
い
た
画
で
、
何
れ
を
観
て
も
清
和
温
潤
、
一
の
ご
ま
か
し

0

0

0

0

も
な
け
れ
ば
敗
筆
も
あ
り
ま
せ
ん
。
尤
も
写
生
に
力
め
ら
れ
た

と
見
え
ま
し
て
、
今
日
写
生
帖
な
ど
も
沢
山
に
残
つ
て
居
り
」、
そ
れ
は
現
代
ま
で
残
さ
れ
た
画
帖
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
円
山
四
条
派
な
ど
は
規
模

が
狭
い
、
且
遊
歴
を
禁
じ
て
あ
つ
た
か
ら
、
山
水
画
の
如
き
も
京
都
近
傍
の
写
生
に
出
で
ず
、
と
い
ふ
の
は
輿
論
で
す
が
、
先
生
の
如
き
は
少
し
は
歩
か
れ
た
と
見
え

て
、
東
海
道
を
経
て
江
戸
に
到
る
ま
で
の
景
色
を
、
写
生
」
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
私
も
以
前
に
「
薩
埵
峠
」
の
真
景
図
（
個
人
）
を
実
際
に
見
た
こ

と
が
あ
る
。

日
常
的
に
「
先
生
は
半
時
と
筆
を
放
し
た
事
が
な
い
。
非
常
に
健
筆
家
で
あ
つ
た
と
見
え
ま
し
て
、（
略
）
毎
日
朝
起
き
て
来
客
が
あ
り
ま
す
る
ま
で
に
、
半
切
（
唐

紙
な
ど
の
全
紙
を
縦
に
二
つ
に
切
っ
た
も
の
に
書
い
た
書
画
）
の
二
三
枚
は
日
課
の
や
う
に
し
て
描
か
れ
た
」
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
潤
筆
料
は
廉
く
「
僅
か
一
分（
六
）」

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
芳
園
筆
の
半
切
は
今
日
、
京
阪
神
に
多
く
散
見
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
「
猛
烈
な
る
も
の
、
譬
へ
ば
月
に
嘯
く
虎
の
如
き
も
の
…

ぴ
ん
ぴ
ん
と
無
闇
に
筆
を
見
せ
る
や
う
な
線
を
あ
ま
り
描
き
ま
せ
ぬ
か
ら
、
獣
類
の
如
き
は
寧
ろ
こ
の
画
風
で
は
、
描
け
な
い
と
云
つ
た
方
が
妥
当
や
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」

と
あ
る
よ
う
に
今
日
的
に
展
覧
会
映
え
す
る
よ
う
な
作
品
に
は
無
縁
の
作
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

岸
派
の
「
虎
」
や
森
派
の
「
猿
」
な
ど
と
は
違
い
、「
幽
雅
軽
淡
」
な
作
品
を
追
求
し
た
芳
園
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
同
時
期
の
画
家
、
森
一
鳳（
七
）と
比
較
し
て
「
先

生
よ
り
は
余
程
盛
ん
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
所
謂
『
儲
か
る
一
方
』
と
云
つ
て
、
藻
刈
舟
を
沢
山
描
い
た
人
で
、
藻
を
刈
る
一
鳳
即
ち
儲
か
る
一
方
に
音
相
通
じ
ま
す

る
處
か
ら
、
俗
な
画
で
す
が
大
阪
の
人
気
に
合
つ
た
」
と
の
述
懐
が
あ
る
。

商
売
繁
盛
と
縁
起
の
良
い
語
呂
合
わ
せ
に
目
が
な
か
っ
た
大
阪
商
人
が
最
も
好
ん
だ
題
材
と
言
え
る
も
の
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
森
一
鳳
の
「
藻
刈
舟
」
は
、
今

日
あ
ま
り
市
場
で
は
見
か
け
な
い
。
た
だ
、
当
代
の
人
気
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
奇
を
衒
わ
ず
「
幽
雅
軽
淡
」
を
基
と
す
る
芳
園
に
は
弟

五
四
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子
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
「
僅
か
に
其
翠（
八
）と
い
ふ
が
一
人
あ
り
ま
す
の
み
で
、
こ
れ
と
て
も
高
手
で
は
あ
り
ま
し
た
が
老
熟
す
る
時
代
に
は
、
惜
し
い
か
な
中
風
が
発

つ
て
遂
に
全
く
画
が
描
け
な
く
な
つ
た
。
こ
の
外
に
門
人
は
無
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
完
全
な
る
西
山
風
を
保
つ
て
居
ら
る
ゝ
は
、
完
瑛
先
生
唯
一
人
あ
る
の

み
」だ
っ
た
と
い
う
。
他
に
西
山
風
を
体
現
す
る
弟
子
と
し
て
久
保
田
桃
水﹇
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）〜
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）﹈の
名
を
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
逸
見
塘
雨
（
生
没
年
未
詳
）、
五
渡
亭
国
升
（
生
没
年
未
詳
）
の
名
も
確
認
で
き
る
。

芳
園
は
晩
年
、
浮
世
小
路（
九
）に
住
ん
で
い
た
。
浮
世
小
路
は
船
場
の
東
西
を
横
断
す
る
通
り
で
、
今
橋
通
り
と
高
麗
橋
通
り
の
間
に
あ
り
本
来
は
背
割
下
水
（
太
閤
下

水
）
の
位
置
に
あ
る
狭
い
通
り
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
小
商
店
が
軒
を
連
ね
た
裏
通
り
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
芳
園
の
よ
う
な
芸
事
の
師
匠
宅
や
、
船
場
の
旦
那
の

妾
宅
街
で
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
阪
の
船
場
を
拠
点
に
四
条
派
の
真
髄
を
極
め
近
世
浪
華
画
壇
の
名
手
と
称
せ
ら
れ
た
芳
園
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
享
年
六
四
歳
で
没
し

た
。
戒
名
は
芳
園
仁
觀
義
察
信
士
。
そ
の
墓
は
大
阪
市
北
区
東
寺
町
（
現
与
力
町
）
善
導
寺
（
浄
土
宗
）
に
あ
る
。

　
　

西
山
完
瑛
略
伝

西
山
完
瑛
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
芳
園
の
子
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
る
。
名
を
謙
、
字
を
子
受
、
通
称
を
謙
一
郎
と
云
い
、
完
瑛
と
号
し
た
。
幼
少
よ
り
父
に

画
法
を
受
け
、
四
条
派
の
深
奥
を
究
め
、
人
物
、
山
水
、
花
鳥
を
得
意
と
し
た
。
さ
ら
に
後
藤
松
陰
﹇
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
〜
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）﹈
の
私
塾
「
広

業
館
」
で
儒
学
を
学
ん
で
い
る
。
松
蔭
は
篠
崎
小
竹
の
娘
婿
で
、
晩
年
は
梶
木
町
御
霊
筋
西
南
角
（
北
浜
五
丁
目
）
で
開
講（
一
〇
）し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に

完
瑛
宅
か
ら
も
目
と
鼻
の
先
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
壮
年
の
頃
、
完
瑛
は
播
州
明
石
藩
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
が
本
人
の
履
歴
（
私
立
浪
華
畫
學
校
教
員
履
歴
書
）
に
よ
っ
て
確
認（
一
一
）で
き
る
。

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
下
東
區
北
濱
三
丁
目
廿
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
謙
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号
完
瑛　

字
子
受

　
　

一　

父
芳
園
ニ
學
ヒ
畫
ヲ
以
テ
播
磨
明
石
ノ
藩
ニ
入
リ
俸
祿
ヲ
受
ケ
廢
藩
ノ
後
致
仕
ス

五
五
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こ
れ
に
よ
る
と
、
完
瑛
は
明
石
藩
お
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
先
の
展
覧
会
（
平
成
二
九
年
・
商
業
史
博
物
館
）
時
に
は
、
そ
の
経
緯
や
俸
禄
に
つ

い
て
は
不
分
明
で
、
そ
の
居
住
地
に
関
し
て
も
明
石
本
藩
に
赴
い
て
の
出
仕
で
は
な
く
、
幕
末
期
に
中
ノ
島
常
安
町
に
あ
っ
た
明
石
藩
邸
（
蔵
屋
敷
）
に
必
要
時
に
出

向
い
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
明
石
に
実
際
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
新
出
資
料（
一
二
）が

確
認
で
き
た
の
で
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
画
會
御
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
下
東
区
北
浜
三
丁
目
弐
拾
番
地
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
下
明
石
樽
屋
町
百
三
拾
弐
番
地
住
士
族

　
　
一
　
私
儀
従
来
画
工
業
ニ
候
処
、
今
般
亡
父
追
善
之
為
本
月

　
　
　
　
廿
三
日
午
前
七
時
ゟ
後
七
時
限
幸
町
　
丁
目
　
番
地

　
　
　
　
廣
岡
次
郎
三
郎
宅
ニ
於
テ
新
画
展
観
會
相
催

　
　
　
　
申
度
候
ニ
付
、
御
断
御
届
奉
申
上
也

　
　
　
　
　
　
十
一
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
謙
一
郎
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
岡
次
郎
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
長

　
　
大
阪
府
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

先
述
の
履
歴
書
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
樋
口
銀
行
の
創
設
者
で
あ
っ
た
樋
口
三
郎
兵
衛
の
援
助
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
浪
華
畫
學
校
（
東
区
道
修
町
五

丁
目
二
七
番
地
）
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

設
立
当
初
の
教
員
と
し
て
、
守
住
貫
魚
、
狩
野
永
祥
、
上
田
耕
冲
、
森
関
山
、
水
原
梅
屋
、
森
琴
石
の
名
前
が
確
認
（
前
註
一
一
）
出
来
る
が
当
初
の
名
簿
に
完
瑛

の
名
前
は
な
い
。
病
弱
で
あ
っ
た
狩
野
永
祥
に
替
わ
っ
て
明
治
十
八
年
に
教
授
の
任
に
着
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
完
瑛
は
五
〇
代
で
最
も

脂
の
乗
り
切
っ
た
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
同
校
に
い
つ
ま
で
関
与
し
、
如
何
な
る
授
業
を
し
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
判
ら
な
い
。

五
六
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一
方
、
新
出
の
画
會
御
届
に
よ
れ
ば
、
履
歴
書
の
住
所
（
明
治
一
七
年
）
が
北
濱
三
丁
目
廿
五
番
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
北
浜
三
丁
目
弐
拾
番
地
に
寄

留
と
な
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
兵
庫
下
明
石
樽
屋
町
百
三
拾
弐
番
地
住
士
族
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
明
石
藩
士
と
し
て
城
下
に
居
住
し
た
こ
と
を
示
す

重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
住
居
の
樽
屋
町
は
明
石
城
南
西
部
に
位
置
す
る
町
人
地
で
西
国
街
道
に
面
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

本
資
料
は
亡
父
芳
園
の
追
善
画
会
案
文
の
た
め
か
、
年
号
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
居
住
地
が
明
石
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
明
石
藩
士
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
秩
禄
処

分
（
明
治
九
年
）
以
前
、
芳
園
没
（
慶
応
三
年
）
後
の
、
七
回
忌
に
当
た
る
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
頃
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
画
会
の
会
場
を

提
供
し
た
廣
岡
次
郎
三
郎
は
豪
商
加
島
屋
の
関
係
者
で
あ
ろ
う
。
加
島
屋
は
大
名
貸
と
し
て
有
名
で
多
く
の
貸
付
実
績
が
あ
り
、
明
石
藩
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
。
完

瑛
の
仕
官
は
こ
の
辺
り
に
遠
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
画
會
御
届
に
は
折
込
み
の
メ
モ
書
き
も
あ
り
、
會
主
が「
完
瑛
西
山
謙
再
拝
」、
執
事
に「
菅
其
翠
、
久
保
田
桃
水
」な
ど
芳
園
の
弟
子
が
名
を
連
ね
、
社
中（
完

瑛
弟
子
）
が
補
助
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
會
幹
と
し
て
山
中
吉
兵
衛
、
西
尾
播
吉
、
植
村
平
兵
衛
、
山
西
宗
五
郎
、
山
中
吉
郎
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
彼
ら

大
阪
を
代
表
す
る
道
具
商
等
が
実
質
的
に
画
會
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
完
瑛
は
明
石
藩
致
仕
後
は
北
浜
に
居
を
構
え
、
船
場
の

商
人
を
顧
客
に
持
ち
、
作
品
の
仲
介
斡
旋
に
骨
董
道
具
商
（
詳
細
後
述
）
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。　

明
治
十
九
年
、
西
山
完
瑛
に
よ
る
花
鳥
画
の
本
画
二
五
図
を
木
版
画
に
仕
立
て
た
作
品
が
あ
る
。『
完
瑛
画
譜
』（
個
人
蔵
）
で
、
奥
付
に
よ
れ
ば
筆
者
西
山
謙
一
郎

（
完
瑛
）、
出
版
前
川
善
兵
衛
（
文
栄
堂
）、
彫
刻
武
藤
稲
藏
、
摺
工
能
邨
榮
吉
と
な
っ
て
い
る
。
津
守
国
美
（
住
吉
神
社
七
四
代
宮
司
・
国
学
者
）
に
よ
る
序
文
に

　

‥
西
山
完
瑛
ぬ
し
の
種
々
の
花
鳥
の
い
と
と
う
る
は
し
き
画
を
お
な
し
大
坂
に
名
に
高
き

　
　

書
林
文
榮
堂
前
川
氏
か
今
度
桜
木
に
ち
り
は
め
て
一
ツ
の
た
か
ら
に
も
の
し
て

　
　

わ
か
国
中
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り
異
国
人
に
も
見
せ
御
代
と
共
に
永
く
伝
へ
ん
‥

と
あ
る
よ
う
に
、
完
瑛
自
慢
の
花
鳥
画
を
版
刻
し
、
国
中
の
み
な
ら
ず
異
国
に
も
伝
え
る
手
立
て
に
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
藤
沢
南
岳
（
泊
園
書
院
二
代
院
主
・

漢
学
者
）
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、

　
　

花
以
香
貴
鳥
以
聲
賞
形
似
固
不
足
諸
妙
乎
披
」
此
帖
對
之
恍
訝
有
香
有
聲
鳴
呼
精
神
乃
」

　
　

在
形
似
之
外
画
家
精
神
亦
在
翰
墨
之
外
乎
余
」
与
完
瑛
西
山
君
交
久
知
其
為
人
卓
異
最
善
」　

　
　

飲
ニ
至
斗
餘
其
神
始
旺
而
後
下
毫
神
気
勃
」
〻
余
此
御
帖
亦
成
爛
醉
之
餘
郭
煕
所
謂
」

　
　

抑
鬱
沈
滞
何
時
攄
發
人
思
洵
哉
前
川
」
氏
梓
而
行
之
是
伝
写
生
之
神
乎
哉
」

五
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と
あ
り
、
描
か
れ
た
花
は
ま
さ
に
香
り
、
鳥
は
鳴
か
ん
と
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
酔
え
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
神

妙
な
る
作
品
が
仕
上
が
る
、
と
い
う
よ
う
に
友
人
と
し
て
彼
の
日
常
を
活
写
し
て
い
る
。
明
治
期
、
本
画
を
版
刻
し
画

帖
仕
立
に
す
る
こ
と
は
大
い
に
流
行
し
た
。
本
書
も
そ
の
一
例
と
い
え
る
が
、
版
画
に
な
っ
た
か
ら
、
津
守
国
美
が
言

う
よ
う
に
多
く
の
人
の
手
に
渡
り
、
海
外
の
人
々
の
目
に
触
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

画
系
（
図
版
二
）
の
弟
子
と
し
て
は
、
望
月
金
鳳
﹇
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
〜
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）﹈
と
と

も
に
武
部
白
鳳
﹇
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
〜
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）﹈
が
確
認
で
き
る
が
、
芳
園
の
同
門
と
し
て
、

完
瑛
が
も
っ
と
も
意
識
し
た
の
は
久
保
田
桃
水
で
あ
っ
た
ろ
う
。
完
瑛
よ
り
七
歳
年
下
で
一
〇
年
以
上
も
長
く
生
き
た

桃
水
は
大
坂
の
風
景
画
帖
を
は
じ
め
多
く
の
作
品
を
今
日
に
残
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
そ
の
画
風
は
師
の
芳
園

よ
り
も
完
瑛
に
近
い
。後
述
す
る
が
、
芳
園
の
淡
い
筆
線
よ
り
は
完
瑛
の
鋭
角
的
な
そ
れ
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、

芳
園
画
風
を
最
も
継
承
し
た
と
い
わ
れ
る
菅
其
翠
か
ら
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
で
、
実
業

家
の
芝
川
又
右
衛
門
や
水
落
露
石
も
絵
の
手
解
き
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
裾
野
は
船
場
を
中
心
に
広
が
っ
て
行
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
し
て
、
四
条
派
の
先
立
と
し
て
近
代
大
阪
に
足
跡
を
残
し
た
完
瑛
は
、
明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）

に
享
年
六
四
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
戒
名
は
「
玉
誉
秀
峰
完
瑛
禅
定
門
」。
そ
の
後
、
弟
子
の
武
部
白
鳳
が
完
瑛
没

後
二
五
周
年
（
大
正
一
〇
年
）
に
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
追
悼
展
覧
会（
一
三
）を
実
施
し
、
芳
園
が
眠
る
大
阪
市
北
区
東
寺
町

（
現
与
力
町
）
善
導
寺
に
『
完
瑛
西
山
先
生
墓
』
を
建
立
し
て
い
る
。

二
、
美
術
名
鑑
に
み
る
西
山
芳
園
・
完
瑛
と
そ
の
周
辺

画
家
に
与
え
ら
れ
る
評
価
は
時
代
の
写
し
鏡
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
時
代
の
変
遷
や
流
行
り
廃
り
に
よ
っ
て
作
品

の
商
品
的
価
値
も
変
動
し
て
い
く
。
明
治
大
正
昭
和
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
西
山
芳
園
・
完
瑛
と
そ
の
周
辺
の
評
価

が
如
何
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。
各
時
代
に
出
版
さ
れ
た
美
術
名
鑑
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。

松村景文
西山芳園

西山完瑛

久保田桃水

上田公長

菅其翠

逸見塘雨

五渡亭国升

望月金鳳

武部白鳳

図二　西山派系譜

五
八
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明
治
の
状
況

『
日
本
美
術
書
画
名
誉
一
覧
全
』（
図
版
三
）
は
、
明
治
二
八
年
一
一
月
に
心
斎
橋
筋
に
あ
っ

た
赤
志
忠
雅
堂（
一
四
）で
発
行
さ
れ
た
名
鑑
で
あ
る
。
同
書
は
、
折
本
一
枚
摺
全
一
冊
（
縦
七
一
、五

×
横
四
九
、五
）
で
定
価
廿
五
銭
に
て
大
阪
で
販
売
さ
れ
た
。
最
下
段
に
記
さ
れ
る
忠
雅
堂
発

兌
（
発
売
）
書
目
に
よ
れ
ば
四
千
余
部
の
蔵
版
を
取
り
揃
え
る
和
漢
洋
書
籍
の
老
舗
で
、『
日

本
美
術
画
家
人
名
詳
伝
』、『
日
本
固
有
美
術
鍳
定
便
覧
』、『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
な
ど

美
術
関
連
図
書
の
発
行
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
本
書
の
例
言
（
編
述
の
目
的
）
は
「
此
書
ハ
随

見
随
聞
ニ
依
テ
成
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
優
劣
ハ
固
ヨ
リ
序
位
高
下
ヲ
論
ゼ
ズ
観
者
コ
レ
ヲ
恕
ト
セ

ヨ
」
と
半
ば
逃
げ
腰
だ
が
、
紹
介
す
る
画
家
は
こ
の
一
枚
で
二
三
〇
〇
余
名
に
及
ん
で
い
る
。

明
治
二
八
年
当
時
、
名
誉
の
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
た
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

縦
三
列
に
仕
切
ら
れ
た
構
成
で
、
目
立
つ
中
央
部
分
に
は
四
七
〇
余
名
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。「
先
哲
画
儒
双
見
」（
狩
野
探
幽
・
頼
山
陽
含
む
三
二
名
は
最
上
位
）、「
近
世
国
画
名
誉
」（
円

山
応
挙
・
葛
飾
北
斎
）、「
南
画
芳
名
故
人
」（
池
野
大
雅
・
与
謝
蕪
村
）、「
浮
世
画
名
声
故
人
」

（
岩
佐
又
兵
衛
）、「
閨
秀
戯
墨
」（
奥
原
晴
湖
・
橋
本
青
江
）
な
ど
で
（　

）
内
の
画
家
は
枠
組

み
で
字
体
も
大
き
く
注
目
す
べ
き
画
家
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
サ
イ
ド
の
人
数
は
さ

ら
に
多
い
。
向
か
っ
て
右
が
「
名
誉
画
家
序
位
不
論
」
で
、
八
六
〇
余
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、

六
人
（
大
坂
狩
野
渡
辺
祥
益
、
西
京
鈴
木
鈴
木
松
年
、
大
坂
円
山
西
山
完
瑛
、
西
京
円
山
森
寛

斎
、
東
京
狩
野
狩
野
探
美
、
西
京
塩
川
幸
野
梅
嶺
）
が
上
部
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
左

に
は
「
秀
逸
画
家
優
劣
不
判
」
と
し
て
同
じ
く
八
六
〇
余
名
の
な
か
で
、
六
人
（
大
坂
南
宋
田

結
荘
千
里
、
西
京
南
宋
田
能
村
小
虎
、
西
京
合
法
富
岡
鉄
斎
、
西
京
南
宋
谷
口
靄
山
、
東
京
南

宋
滝
和
亭
、
西
京
南
宋
村
田
香
谷
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

地
元
大
阪
に
お
け
る
発
行
と
は
言
え
、
二
三
〇
〇
余
名
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
五
一
名
に
西
山

図三　『日本美術書画名誉一覧全』部分

五
九
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完
瑛
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
完
瑛
は
明
治
三
〇
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
書
出
版
時
は
六
二

歳
で
あ
る
。
大
阪
の
円
山
派
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
完
瑛
の
他

に
在
世
の
画
家
と
し
て
大
坂
狩
野
渡
辺
祥
益
、
大
坂
南
宋
田
結
荘
千
里
が
別
格
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。
渡
辺
祥
益
は
、
洋
画
家
小
出
楢
重
が
幼
年
期
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
画
家
で
、
田
結
荘
千
里
は
金
子
雪
操
に
画

を
習
い
、
大
塩
平
八
郎
や
広
瀬
旭
荘
に
教
え
を
受
け
た
経
歴
を
持
つ
重
要
な
南
宋
画
家
で
あ
る
。
完
瑛
が
紹
介
さ
れ

た
「
名
誉
画
家
序
位
不
論
」
の
下
段
に
は
、
大
正
昭
和
の
船
場
で
活
躍
し
た
庭
山
耕
園
や
浪
華
の
町
絵
師
を
標
榜
し

た
菅
楯
彦
の
父
、
盛
南
の
名
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
父
芳
園
も
弟
子
の
菅
其
翠
と
と
も
に
大
坂
円
山
と
し
て
「
近

世
国
画
名
誉
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
在
世
の
完
瑛
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
期
に
別
格
表
記
さ
れ
た
三
人
（
完
瑛
・
祥
益
・
千
里
）
は
も
と
よ
り
、
今
日
に
お
け
る
大
阪
勢
の
凋
落
ぶ
り

は
如
何
と
も
し
が
た
い
が
、
同
じ
別
格
で
も
西
京
組
の
鈴
木
松
年
や
幸
野
梅
（
楳
）
嶺
、
森
寛
斎
、
富
岡
鉄
斎
は
、

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
画
家
と
し
て
今
日
で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
は
い
な
い
。

美
術
書
画
骨
董
家
と
し
て
大
阪
高
麗
橋
山
中
春
篁
堂
、
西
京
寺
町
熊
谷
鳩
居
堂
、
東
京
京
橋
岸
田
楽
善
堂
な
ど

が
、
諸
先
生
周
旋
所
と
し
て
大
阪
平
野
町
藤
谷
修
竹
堂
、
同
南
本
町
沢
田
紅
花
堂
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
古
今

書
画
の
取
り
扱
い
は
骨
董
商
が
、
在
世
の
作
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
贔
屓
の
周
旋
所
（
作
品
の
仲
介
斡
旋
）
が
あ
っ
た
。

作
家
紹
介
に
至
便
な
本
誌
は
美
術
愛
好
家
の
み
な
ら
ず
、
作
品
販
売
の
手
引
書
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
彼
ら
は
本
誌
発
行
の
後
援
者
（
本
誌
部
数
購
入
者
）
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
二
八

年
の
大
阪
の
美
術
業
界
は
、
作
家
と
周
旋
所
、
そ
し
て
書
画
骨
董
商
と
美
術
図
書
取
扱
所
が
互
い
に
連
携
し
あ
っ
て

成
立
す
る
世
界
で
あ
り
、
西
山
完
瑛
は
大
阪
で
注
目
す
べ
き
円
山
派
の
画
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
　

大
正
の
状
況

こ
こ
で
は
、
大
正
五
年
（
六
年
改
正
）
と
同
八
年
（
九
年
改
正
）
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
書
画
評
価
一
覧（
一
五
）』
か
ら

表一（数値の単位は円）

土
田
麦
僊

横
山
大
観

河
鍋
暁
斎

岡
田
半
江

曾
我
蕭
白

松
村
呉
春

円
山
応
挙

伊
藤
若
冲

本
阿
弥
光
悦

岸
駒
谷
文
晁

富
岡
鉄
斎

与
謝
蕪
村

田
能
村
竹
田

渡
辺
崋
山

岩
佐
又
兵
衛

竹
内
栖
鳳

橋
本
雅
邦

狩
野
探
幽

池
大
雅

長
谷
川
等
伯

望
月
玉
蟾

森
徹
山

原
在
中

岡
田
米
山
人

高
久
靄
厓

十
時
梅
厓

木
村
巽
斎

西
山
完
瑛

西
山
芳
園

画 

家 

名

四
〇
七
〇

一
三
〇

二
五
〇

二
五
〇

五
〇
〇

七
〇
〇

四
〇
〇

一
七
〇

四
〇
〇

五
〇
〇

一
四
〇

三
五
〇

四
〇
〇

三
五
〇

四
五
〇

一
二
〇

一
二
〇

七
〇
〇

五
九
〇

三
〇
〇

二
五
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

一
八
〇
九
〇
七
五

一
二
〇

大
正
五
年

三
〇
〇

三
〇
〇

二
五
〇

四
九
〇

四
〇
〇

五
五
〇

二
〇
〇
〇

四
〇
〇

二
〇
〇

四
九
〇

一
八
〇
〇

一
〇
〇
〇

一
〇
〇
〇

一
〇
〇
〇

一
五
〇
〇

一
五
〇
〇

一
五
〇
〇

一
五
〇
〇

一
五
〇
〇

一
六
〇
〇

四
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
五
〇

三
〇
〇

四
〇
〇

一
五
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

大
正
八
年

六
〇
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西
山
芳
園
・
完
瑛
を
含
む
主
要
な
画
家
を
抽
出
し
て
、
両
年
に
お
け
る
評
価
額
の
変
化
（
表
一
）
を
見
て
い
き
た
い
。

ち
な
み
に
大
正
八
年
の
銀
行
員
の
初
任
給
は
四
〇
〜
五
〇
円
、
そ
ば
一
杯
が
八
銭
、
化
粧
石
鹸
一
つ
が
一
三
銭（
一
六
）で

あ
っ
た
。
最
高
額
で
あ
る
円
山
応
挙
の
二
〇
〇
〇

円
が
如
何
に
高
額
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
さ
て
、
双
方
を
比
較
す
る
と
わ
ず
か
数
年
で
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
評
価
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
次
世

界
大
戦
の
特
需
に
よ
る
も
の
で
大
阪
を
中
心
と
し
た
阪
神
間
で
急
激
に
書
画
を
収
集
す
る
機
運
が
生
じ
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
時
期
、
美
術
商
に
よ
り
多
く

の
売
立
て
会
が
実
施
さ
れ
、
ま
す
ま
す
一
握
り
の
画
家
に
人
気
が
集
中
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
橋
本
雅
邦
や
竹
内
栖
鳳
の
伸
び
率
は
凄
ま
じ
い
が
、
池
大
雅
や
狩

野
探
幽
、
渡
辺
崋
山
や
田
能
村
竹
田
、
与
謝
蕪
村
と
い
っ
た
大
御
所
も
こ
の
時
期
に
一
気
に
評
価
額
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
山
芳
園
・
完
瑛
も
ま
た
三
倍

以
上
の
上
げ
幅
と
な
っ
た
。
現
況
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
大
正
八
年
段
階
で
芳
園
と
ほ
ぼ
同
じ
評
価
を
受
け
て
い
た
画
家
と
し
て
、
高
久
靄
厓
・
長
谷
川

等
伯
・
岸
駒
・
伊
藤
若
冲
・
曾
我
蕭
白
・
岡
田
半
江
が
い
る
。
又
、
完
瑛
と
ほ
ぼ
同
じ
評
価
を
受
け
た
画
家
と
し
て
は
木
村
巽
斎
・
十
時
梅
厓
・
原
在
中
・
森
徹
山
・

望
月
玉
蟾
・
河
鍋
暁
斎
等
が
確
認
で
き
る
。
今
日
に
至
り
芳
園
完
瑛
だ
け
が
置
き
去
り
に
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
八
年
に
お
け
る
書
画
の
動
向
に
つ
い
て
、

我
々
は
先
入
観
を
持
た
ず
に
当
時
の
評
価
に
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　

昭
和
の
状
況

昭
和
九
年
、
帝
国
審
美
協
会
か
ら
『
日
本
古
近
現
代
書
画
家
名
鑑
』
古
近
篇
・
現
代
篇
二
冊
（
服
部
英
雄
・
弘
道
閣
）
が
発
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、「
書
画
愛
玩
・

鑑
賞
家
の
参
考
資
料
と
し
て
緊
要
な
る
、
書
画
幅
に
関
す
る
一
切
の
諸
事
項
概
略
を
掲
げ
た
。
特
に
い
ふ
べ
き
は
、
該
書
家
又
は
画
家
の
書
画
の
価
格
を
略
記
し
た
」

と
あ
り
「
現
在
最
良
最
善
の
定
本
た
ら
し
む
べ
く
数
年
の
努
力
を
以
て
成
さ
れ
た
」
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
古
近
篇
を
を
中
心
に
検
証
す
る
が
、
同
書
の
構
成
は
以
下

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
画
家
一
覧
が
画
家
雅
号
の
五
十
音
順
で
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
書
家
一
覧
と
画
家
及
び
書
道
家
系
図
が
そ
れ
に
続
く
。
そ
の
後
、
書
画
家
の
別
号
や
大
家

の
師
匠
、
表
装
用
語
、
書
画
鑑
定
の
実
際
、
近
世
干
支
一
覧
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
。
画
家
紹
介
は
、
人
名
、
別
号
、
師
匠
、
流
派
、
得
意
（
花
鳥
・
山
水
な
ど
）、
没
年
、

享
年
、
時
代
（
皇
紀
）、
価
格
（
円
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
プ
ル
且
つ
見
や
す
い
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
芳
園
・
完
瑛
の
紹
介
を
見
て
お
こ
う
。

　
　

西
山
芳
園　

景
文　

四
条
派　

花
鳥　

慶
應
三
年　

六
四　
（
一
五
〇
）

　
　

西
山
完
瑛　

芳
園　

四
条
派　

花
鳥　

明
治
三
六
年　

四
六　
（
六
〇
）

完
瑛
の
没
年
・
年
齢
に
誤
り
（
実
際
は
明
治
三
〇
年
で
六
三
歳
没
）
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
額
は
先
述
の
大
正
八
年
よ
り
評
価
額
が
下
が
り
、
遡
る
大

六
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正
五
年
当
時
の
評
価
に
戻
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
大
正
版
に
続
き
、
昭
和
九
年
に
お
け
る
評
価
基
準
を
見
る
た
め
芳
園
（
一
五
〇
）、
完
瑛
（
六
〇
）
に
近
接
（
評
価
額
）
す
る
画
家
た
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
て
み
よ
う
。

　

芳
園
に
近
い
評
価
の
画
家
（
一
〇
〇
〜
一
五
〇
）

仙
厓
、
上
田
耕
冲
、
長
谷
川
雪
旦
、
池
田
輝
方
、
高
島
北
海
、
村
山
半
牧
、
江
馬
細
香
、
中
井
藍
江
、
森
蘭
斎
、
林
閬
苑
、
鈴
木
百
年
、
奥
原
晴
湖
（
以
上

一
〇
〇
）、
上
田
公
長
、
中
山
高
陽
、
小
田
海
遷
、
月
岡
芳
年
、
河
鍋
暁
斎
、
細
田
栄
之
、
歌
川
国
芳
、
岡
田
玉
山
（
以
上
一
二
〇
）、
伊
孚
九
、
中
西
耕
石
、 

谷
口
藹
山
、
安
田
老
山
（
以
上
一
三
〇
）、
月
岡
雪
鼎
（
一
四
〇
）、
海
北
友
松
、
曾
我
二
直
庵
、
二
世
一
蝶
、
駒
井
源
琦
、
鍬
形
惠
斎
、
春
木
南
湖
、
黒
田
稲
皐
、

狩
野
探
山
、
池
田
焦
園
、
円
山
応
瑞
、
僧
愛
石
、
木
下
逸
雲
、
山
田
介
堂
、
大
岡
雲
峰
、
前
田
暢
堂
（
以
上
一
五
〇
）

　

完
瑛
に
近
い
評
価
の
画
家
（
三
〇
〜
六
〇
）

森
一
鳳
、
吉
村
周
山
、
木
下
盧
州
、
白
川
芝
山
、
鼎
春
嶽
、
中
村
芳
中
、
大
倉
笠
山
、
田
能
村
小
篁
、
草
場
船
山
、
梶
田
半
古
、
尾
竹
越
堂
（
以
上
三
〇
）、 

橋
本
青
江
、
原
在
泉
（
以
上
三
五
）、
狩
野
永
岳
、
島
田
元
旦
、
十
時
梅
谷
、
岡
眠
山
、
岡
熊
嶽
、
古
市
金
蛾
、
八
木
奇
峰
、
小
林
清
親
、
浅
井
忠
（
以
上
四
〇
）、

耳
鳥
斎
、
速
水
春
暁
斎
、
石
田
玉
山
、
望
月
玉
蟾
、
呉
俊
明
、
下
河
辺
拾
水
、
金
子
雪
操
、
三
畠
上
龍
、
鶴
澤
探
泉
、
三
代
豊
国
、
土
佐
光
孚
、
勾
田
台
嶺
（
以

上
五
〇
）、
宋
紫
山
、
慈
雲
、
黒
川
亀
玉
、
石
川
幽
汀
、
鈴
木
芙
蓉
、
長
谷
川
雪
堤
、
小
泉
壇
山
（
以
上
六
〇
）

今
日
有
名
な
画
家
を
中
心
に
、
芳
園
・
完
瑛
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
に
近
接
す
る
四
〇
名
の
画
家
を
抽
出
し
て
み
た
。
ち
な
み
に
昭
和
九
年
の
銀
行
員
の
初
任
給（
一
六
）が
七
〇

円
、
そ
ば
一
杯
が
一
〇
銭
、
大
工
手
間
賃
（
日
当
二
円
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

芳
園
の
周
辺
で
は
、
月
岡
芳
年
、
河
鍋
暁
斎
、
細
田
栄
之
、
歌
川
国
芳
、
鍬
形
惠
斎
、
月
岡
雪
鼎
な
ど
現
在
人
気
の
浮
世
絵
系
画
家
が
目
立
つ
。
ま
た
、
海
北
友
松

や
駒
井
源
琦
、
伊
孚
九
、
森
蘭
斎
、
長
谷
川
雪
旦
な
ど
を
は
じ
め
平
成
二
二
年
に
大
阪
歴
史
博
物
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
林
閬
苑
、
禅
画
で
知
ら
れ
る
仙
厓
が
同

列
で
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
当
時
、
特
異
な
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
た
山
本
發
次
郎（
一
七
）の
禅
画
蒐
集
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
白
隠
、
風
外
な

ど
も
一
五
〇
円
に
過
ぎ
ず
、
仙
厓
が
一
〇
〇
円
、
慈
雲
が
六
〇
円
の
評
価
で
あ
っ
た
。
人
々
の
評
価
は
ま
だ
山
本
發
次
郎
の
目
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
で
も

あ
る
。

完
瑛
の
周
辺
で
は
、
森
一
鳳
を
は
じ
め
吉
村
周
山
、
木
下
盧
州
、
鼎
春
嶽
、
橋
本
青
江
、
十
時
梅
谷
、
岡
眠
山
、
岡
熊
嶽
、
金
子
雪
操
、
速
水
春
暁
斎
、
石
田
玉
山
、

下
河
辺
拾
水
な
ど
注
目
す
べ
き
大
阪
画
壇
が
目
白
押
し
だ
。
鈴
木
芙
蓉
や
宋
紫
山
、
望
月
玉
蟾
、
呉
俊
明
、
黒
川
亀
玉
、
小
林
清
親
な
ど
は
様
々
な
企
画
で
、
今
日
も

六
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展
覧
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
元
大
阪
で
は
、
浪
華
琳
派
の
中
村
芳
中
と
戯
画
の
耳
鳥
斎
が
最
も
評
価
を
上
げ
た
画
家
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
明
治
大
正
昭
和
の
名
鑑
を
も
と
に
芳
園
・
完
瑛
の
評
価
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
ま
ず
、
明
治
後
期
に
は
完
瑛
が
大
阪
円
山
派
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
。
大
正
期
に
は
芳
園
が
長
谷
川
等
伯
・
岸
駒
・
伊
藤
若
冲
・
曾
我
蕭
白
等
と
同
等
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
。
昭
和
戦
前
の
完
瑛
は
森
一
鳳
、
吉
村

周
山
、
木
下
盧
州
、
鼎
春
嶽
、
橋
本
青
江
、
十
時
梅
谷
、
岡
眠
山
、
岡
熊
嶽
、
金
子
雪
操
、
速
水
春
暁
斎
、
石
田
玉
山
、
下
河
辺
拾
水
等
と
と
も
に
大
阪
画
壇
の
画
家

と
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
当
時
の
銀
行
員
の
初
任
給
を
基
準
に
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
一
〇
万
か
ら
五
〇
万
の
間
で
取

引
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
今
日
、
長
谷
川
等
伯
・
岸
駒
・
伊
藤
若
冲
・
曾
我
蕭
白
等
が
芳
園
に
ど
れ
ほ
ど
評
価
額
で
差
を
つ
け
て
い
る
か
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
芳
園
や
一
鳳
な
ど
の
大
阪
の
画
家
が
ご
っ
そ
り
と
今
日
的
評
価
を
落
と
し
て
い
る
事
実
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
西
山
芳
園
の
存
在
意
義

こ
こ
で
は
、
昭
和
八
年
一
二
月
一
一
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
入
札（
一
八
）を

取
り
上
げ
る
。

ビ
ゲ
ロ
ー
（
一
八
七
一
〜
一
九
二
六
）
は
米
国
ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
の
資
産
家
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
文
学
士
と
医
学
博
士
の
学
位
を
所
得
、
ル
イ
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究

所
に
て
研
鑽
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
医
学
校
に
て
外
科
学
を
講
じ
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
一
）、
日
本
の
国
情
及
び
美
術
の
研
究
の
た
め
に
来
日
し
、
東
京
駿
河
台
紅

梅
町
に
邸
宅
を
構
え
た
。
そ
し
て
、
予
て
滞
在
中
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
日
本
美
術
の
研
究
に
従
事
し
、
多
く
の
古
美
術
品
の
蒐
集
を
開
始
し
て
い

る
。
そ
の
範
囲
は
広
く
、
刀
剣
を
始
め
浮
世
絵
、
漆
器
、
陶
器
、
日
本
画
の
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
帰
国
後
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
理
事
に
就
任
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
多
く
を
同
館
に
寄
贈
﹇
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）﹈
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

ビ
ゲ
ロ
ー
の
没
後
、
作
品
蒐
集
に
尽
力
し
た
大
阪
の
骨
董
商
山
中
定
次
郎
（
山
中
商
会
社
長
）
に
遺
族
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
処
分
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、
東
京

で
実
施
さ
れ
た
の
が
本
入
札
で
あ
る
。
明
治
期
か
ら
海
外
へ
日
本
及
び
東
洋
美
術
の
紹
介
、
輸
出
に
携
わ
っ
て
き
た
山
中
商
会
は
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス

ト
ン
に
も
支
店
を
有
す
る
世
界
有
数
の
古
美
術
商
で
あ
っ
た
。本
入
札
目
録
に
は
、
山
中
自
身
が
旧
友
と
し
て
、
ビ
ゲ
ロ
ー
の
略
歴
も
含
め
て
挨
拶
文
を
寄
せ
て
い
る
。

日
本
で
の
開
催
（
東
京
）
は
山
中
か
ら
の
提
案
も
で
あ
り
、
何
よ
り
も
日
本
美
術
を
母
国
に
里
帰
り
さ
せ
た
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
博
士
遺
愛

の
蒐
集
品
の
中
か
ら
肉
筆
浮
世
絵
と
円
山
四
条
派
に
絞
っ
た
入
札
会
を
企
画
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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入
札
件
数
三
一
〇
点
中
、
肉
筆
浮
世
絵
が
二
〇
〇
点
、
四
条
派
其
他
が
一
一
〇
点
と

な
っ
て
い
る
。
メ
イ
ン
は
肉
筆
浮
世
絵
と
言
え
る
が
、
四
条
派
其
他
の
内
訳
を
見
る
と
、

円
山
応
挙
四
点
、
長
沢
芦
雪
二
点
、
伊
藤
若
冲
一
点
、
山
口
素
絢
一
点
、

森
狙
仙
一
一
点
、
森
徹
山
一
点
、
松
村
景
文
四
点
、
岡
本
豊
彦
二
点
、
岡
本
秋
暉
三
点
、

芳
園
・
一
鳳
・
清
暉
・
来
章
四
幅
対
一
点
、
西
山
芳
園
二
一
点
、
横
山
清
暉
四
点
、 

森
一
鳳
一
四
点
、
中
島
来
章
四
点
、
塩
川
文
麟
三
点
、
森
寛
斎
一
点
、
狩
野
芳
崖
二
点
、

橋
本
雅
邦
三
点
、
久
保
田
桃
水
一
点

雪
舟
・
探
幽
・
周
信
・
宗
達
・
孤
村
・
其
一
以
上
一
点
、
常
信
・
光
琳
・
乾
山
以
上

二
点
、
美
人
画
等
（
め
く
り
含
）
一
五
点

と
な
っ
て
お
り
、
西
山
芳
園
が
二
一
点
（
註
一
九
）
で
最
も
多
い
。
そ
こ
に
は
、
大
阪

の
骨
董
商
山
中
の
想
い
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
芳
園
作
品
が

海
を
渡
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
重
要
だ
。
す
で
に
大
半
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
た

後
の
作
品
群
と
は
い
え
、
芳
園
の
「
淡
彩
旭
日
老
松
」（
図
版
四
）
が
四
一
九
九
円
（
図

版
五
）
で
落
札（
二
〇
）さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
大
阪
画
壇
が
一
定
の
評
価
を

得
て
い
た
こ
と
の
証
と
し
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
大
阪
に
お
け
る
四
条
派
の
愛
好
者
（
完
瑛
鑑
定
留
「
鍳
定
録
」
と
『
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
』
を
も
と
に
）

平
成
二
九
年
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
│
大
阪
四
条
派
の
系
譜
│
』
展
（
商
業
史
博
物
館
）
の
調
査
時
に
西
山
芳
園
・
完
瑛
の
墓
所
で
あ
る
善
導
寺
（
前
述
）

を
尋
ね
た
。
そ
の
折
に
住
職
の
ご
母
堂
か
ら
完
瑛
の
ご
子
孫
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
僥
倖
を
得
た
。
現
地
で
の
調
査
が
重
要
な
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
の
だ
が
、
そ

図四　「淡彩旭日老松」（個人蔵）図五　「落札書」（個人蔵）

六
四

－  　　－607

近代大阪における四条派の評価について（明尾）



の
お
陰
で
完
瑛
遺
品
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
文
具
（
硯
や
筆
）
を
は
じ
め
、
完
瑛
印
譜
や
書
画
鑑
定
の
記
録
「
鍳
定
録（
二
一
）」
な
ど
貴
重
な
完
瑛
関
係
資
料
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
鍳
定
録
を
も
と
に
明
治
期
に
お
け
る
書
画
の
流
通
を
探
っ
て
み
た
い
。
裏
表
紙
に
真
気
楼
（
完
瑛
別
号
）
鍳
定
図
録
従
明
治
二
十
年
十
月
至
同
二
十
二

年
九
月
と
あ
る
よ
う
に
二
年
間
の
控
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鍳
定
数
は
一
二
五
件
と
な
っ
て
お
り
、
一
ヶ
月
に
ほ
ぼ
五
件
の
割
合
で
鍳
定
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
鍳
定
書
を
渡
す
場
合
と
箱
書
き
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
鍳
定
も
様
々
な
言
い
回
し
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
の
表
記
に
つ
い
て
、
有
名
画
家
に
対
し
て
の
も
の

と
、
父
芳
園
や
自
ら
の
作
品
に
対
し
て
の
記
載
の
中
か
ら
適
宜
抽
出
（
後
掲
資
料
参
照
）
し
て
み
た
。

円
山
応
挙
を
は
じ
め
、
呉
春
や
蕪
村
、
蘆
雪
な
ど
が
散
見
で
き
る
が
、
先
考
・
先
人
と
は
父
芳
園
の
こ
と
で
、
自
ら
の
も
の
に
は
完
瑛
画
併
書
巻
等
と
記
し
て
い
る
。

円
山
四
条
派
の
作
品
が
多
い
が
、
全
一
二
五
件
中
、
そ
の
内
訳
（
表
記
件
数
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

円
山
応
挙
（
一
一
）・
長
沢
芦
雪
（
九
）・
山
口
素
絢
（
三
）・
渡
辺
南
岳
（
三
）・
駒
井
源
騎
（
六
）・
中
島
来
章
（
二
）、
呉
春
（
一
四
）・
松
村
景
文
（
二
四
）・

岡
本
豊
彦
（
八
）・
柴
田
義
董
（
四
）・
森
徹
山
（
一
）、
与
謝
蕪
村
（
一
）、
尾
形
光
琳
（
一
）、
酒
井
抱
一
（
二
）、
岸
駒
（
一
）、
英
一
蝶
（
一
）、
土
佐
光
起
（
二
）、

森
狙
仙
（
一
）、
西
山
芳
園
（
二
八
）・
完
瑛
（
三
）

こ
れ
ら
、
芳
園
を
筆
頭
に
各
作
品
に
対
す
る
鑑
定
に
つ
い
て
、
求
め
ら
れ
れ
ば
鑑
定
書
と
し
て
の
「
証
」
を
発
給
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
文
言
を
見
て
い
く
と
、

完
瑛
独
自
の
評
価
基
準
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
無
疑
」、「
真
蹟
無
疑
」、「
真
蹟
不
可
無
疑
」、「
精
至
善
真
謂
傑
作
」
と
い
っ
た
評
価
や
、「
経
眼
」、「
完
瑛
鑑
賞
」、

「
完
瑛
審
諦
」
と
い
う
最
終
表
記
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

で
は
、
鑑
定
書
や
箱
書
き
の
依
頼
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
画
題
の
下
に
記
さ
れ
る
依
頼
・
持
参
・
持
来
り
と
あ
る
人
名
が
、
そ
の
手
掛
り
と
な
る
。

ま
ず
、
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
見
て
み
よ
う
。
芝
川
又
右
衛
門
（
二
代
目
）
は
実
業
家
に
し
て
趣
味
人
、
完
瑛
に
は
絵
の
手
ほ
ど
き
も
受
け
た
（『
大
阪
人
物
辞
典
』）
と

言
わ
れ
て
い
る
。
上
野
理
一
は
朝
日
新
聞
社
長
を
務
め
た
人
物
で
、
茶
道
に
優
れ
、
書
画
骨
董
に
も
興
味
が
あ
っ
た
。
嘉
納
治
兵
衛
（
七
代
目
）
は
醸
造
家
に
し
て
趣

味
人
、
山
口
吉
郎
兵
衛
は
銀
行
家
（
山
口
銀
行
後
の
三
和
銀
行
）
で
知
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
白
鶴
美
術
館
、
滴
水
美
術
館
に
収
集
品
を
収
め
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
蒐
集
の
過
程
で
手
に
入
っ
た
作
品
の
鑑
定
書
や
箱
書
き
を
頼
み
に
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
述
の
『
日
本
美
術
書
画
名
誉
一
覧
全
』
に
も
記
さ
れ

た
骨
董
商
と
し
て
、
山
中
春
篁
堂
（
高
麗
橋
一
丁
目
）、
後
藤
祥
雲
堂
（
高
麗
橋
三
丁
目
）、
藤
谷
修
竹
堂
（
平
野
町
丁
目
）
の
名
が
確
認
で
き
た
。
興
味
深
い
の
は
、

老
舗
表
具
店
井
口
古
今
堂
（
平
野
町
）
が
頻
出
（
一
五
件
）
し
て
い
る
こ
と
だ
。
井
口
藤
兵
衛
は
明
治
大
正
昭
和
を
代
表
す
る
表
具
師
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
出
入
り

先
は
住
友
吉
左
衛
門
、
藤
田
伝
三
郎
、
鴻
池
家
と
大
阪
を
代
表
す
る
豪
商
に
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
関
連
性
の
中
で
、
芳
園
・
完
瑛
の
作
品
が
大
阪
船
場
の

豪
商
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

六
五
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最
後
に
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
』
の
昭
和
一
七
年
当
時
、
芳
園
・
完
瑛
の
作
品
が
如
何
な
る
人
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
、

同
展
の
出
品
リ
ス
ト
か
ら
紹
介
し
て
こ
の
項
を
締
め
く
く
り
た
い
。
目
録
で
は
、
芳
園
・
完
瑛
別
個
に
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
所
蔵
者
優
先
と
し
て
両
者
合
わ
せ

た
点
数
で
紹
介
す
る
。

芝
川
又
四
郎
（
大
阪
市
二
点
）、
清
海
復
四
郎
（
大
阪
市
一
五
点
）、
宮
崎
彌
作
（
大
阪
市
四
点
）、
鳥
井
三
次
（
堺
市
五
点
）、
山
口
吉
郎
兵
衛
（
芦
屋
市
一
〇
点
）、

豊
島
久
七
（
大
阪
市
二
点
）、
岡
村
平
兵
衛
（
堺
市
一
点
）、
水
落
庄
兵
衛
（
大
阪
市
六
点
）、
住
友
吉
左
衛
門
（
京
都
市
一
点
）、
泉
吉
次
郎
（
大
阪
市
五
点
）、

小
林
一
三
（
池
田
市
三
点
）、
岸
本
兼
太
郎
（
大
阪
市
一
点
）、
水
野
彌
兵
衛
（
大
阪
市
一
点
）、
草
川
求
馬
（
芦
屋
市
一
点
）、
野
村
徳
七
（
大
阪
市
四
点
）、

上
田
令
吉
（
大
阪
市
一
点
）、
山
口
竹
次
郎
（
兵
庫
県
七
点
）、
楠
井
英
一
（
堺
市
一
点
）、
武
藤
舜
應
（
大
阪
市
一
点
）

興
味
深
い
の
は
、
浪
華
俳
壇
の
先
駆
者
、
水
落
露
石
（
庄
兵
衛
）
の
名
が
見
え
る
こ
と
だ
。
露
石
は
蕪
村
を
中
心
に
書
画
骨
董
も
蒐
集
す
る
趣
味
人
と
し
て
有
名
だ

が
、
完
瑛
に
画
を
習
っ
た
（『
大
阪
人
物
辞
典
』）
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
船
場
の
老
舗
商
家
で
あ
っ
た
露
石
も
含
め
、
何
れ
劣
ら
ぬ
財
界
人
だ
が
、
阪
急
電
鉄
の
小
林

一
三
や
野
村
證
券
の
野
村
徳
七
、
山
口
吉
郎
兵
衛
、
豊
島
久
七
（
大
阪
三
品
取
引
所
理
事
長
）、
住
友
吉
左
衛
門
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
び
、
そ
の
所
蔵
分
布
も

大
阪
を
中
心
に
摂
河
泉
に
及
ん
で
い
る
。

五
、
大
阪
画
壇
（
芳
園
・
完
瑛
を
中
心
に
）
の
評
価
と
そ
の
展
望

写
実
性
に
富
ん
だ
美
人
画
は
完
瑛
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
。
立
ち
姿
の
『
和
美
人
』（
図
版
六
）
は
注
文
が
多
か
っ
た
の
か
、
同
種
の
作
品
が
巷
間
に
散
見
さ
れ
る
。

大
川
の
船
遊
び
は
芳
園
・
完
瑛
と
も
に
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
絹
本
着
彩
に
よ
る
細
密
描
写
の
作
品
は
完
瑛
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い

芳
園
が
得
意
と
し
た
渇
筆
に
よ
る
風
合
い
は
絹
本
よ
り
も
紙
本
に
、
そ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
『
黄
稲
群
禽
図
』（
図
版
七
）
は
そ
の
効
果
が
現
れ
た

も
の
で
、
雨
中
の
稲
穂
を
群
飛
す
る
雀
を
臨
場
感
を
持
っ
て
描
い
た
も
の
。
大
胆
な
雨
線
が
飄
逸
な
作
品
で
あ
る
。
世
上
、
芳
園
は
紙
本
に
優
品
あ
り
と
言
わ
れ
た
。

写
真
が
一
般
に
普
及
し
な
か
っ
た
当
時
、
両
者
の
真
景
図
を
は
じ
め
、
大
坂
風
景
画
帖
（
図
版
八
）
は
彼
等
の
到
達
し
た
絵
画
表
現
の
典
型
と
言
え
る
も
の
で
は
な

い
か
思
う
。
類
型
的
な
作
品
が
多
い
こ
と
で
、
あ
ま
り
評
価
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
画
帖
が
確
認
で
き
る
こ
と
自
体
、
様
々
な
注
文
が
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
蔵
屋
敷
の
あ
っ
た
旧
幕
時
代
に
は
各
藩
の
勤
番
侍
が
大
坂
時
代
の
思
い
出
に
、
明
治
以
降
は
失
わ
れ
ゆ
く
大
阪
風
情
を
し
の
ぶ
よ
す
が

六
六
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と
し
て
求
め
ら
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
中
に
描
か
れ
た
大
川
の
船
遊
び
や
当
時

の
生
業
を
示
す
作
品
な
ど
は
写
生
派
な
ら
で
は
の
絵
画
表
現
で
、
今
と
な
っ
て
は

立
派
な
歴
史
資
料
と
も
言
え
る
も
の
だ
。

風
合
い
に
よ
る
上
品
の
極
致
を
追
求
し
た
芳
園
と
、
写
生
力
を
生
か
し
た
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
上
手
く
表
現
し
た
完
瑛
。
好
み
は
分
か
れ
る
も
の
の
、
そ
の
構
成
力

や
枯
淡
の
妙
味
は
、
や
は
り
父
、
芳
園
に
軍
配
を
挙
げ
た
い
と
思
う
の
だ
が
如
何

で
あ
ろ
う
。

先
述
し
た
が
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
彼
ら
の
作
品
が
押
し
並
べ
て
表
具
が
上
等
で

あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
作
品
が
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
の
証
だ
が
、
茶
会
や
料

亭
の
床
の
間
を
彩
っ
た
作
品
と
し
て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
船
場
の
豪
商
に
所
蔵
者

が
多
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
画
は
本
紙
だ
け
で
見
る
も

の
で
は
な
い
。
我
々
は
軸
の
備
え
（
表
具
・
軸
箱
）
も
含
め
て
鑑
賞
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
展
覧
会
図
録
は
本
紙
だ
け
を
切
抜
き
に
し
て
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
作
品
の
全
て
を
知
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

「
大
阪
ら
し
い
上
品
な
画
家
」
と
言
わ
れ
た
芳
園
と
完
瑛
。
こ
の
「
大
阪
ら
し

い
」
と
は
奇
を
衒
わ
な
い
、
自
己
主
張
が
過
ぎ
な
い
、
大
作
よ
り
は
小
品
を
良
し

と
す
る
感
覚
と
言
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
町
屋
の
床
の
間
に

映
え
る
作
品
を
指
し
て
い
る
。
床
の
間
の
掛
物
（
書
画
）
と
は
、「
室
礼
」
の
一

部
で
あ
り
、
立
花
や
香
、
唐
物
等
の
工
芸
品
と
の
調
和
の
中
で
味
わ
う
べ
き
も
の

で
、
そ
れ
自
体
が
目
立
つ
の
は
「
う
る
さ
い
」
こ
と
な
の
だ
。
確
か
に
、
今
日
、

展
覧
会
で
人
気
の
極
彩
色
の
伊
藤
若
冲
や
過
度
な
陰
影
が
怪
し
い
曾
我
蕭
白
、
そ

図六
「和美人」（個人蔵）

図七
「黄稲群禽図」（個人蔵）

図八　「浪速三大橋」（個人蔵）

六
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し
て
美
術
館
展
示
室
で
人
目
を
引
く
岸
駒
の
虎
な
ど
巨
大
な
作
品
が
床
の
間
に
合
う
だ
ろ
う
か
？
枯
淡
の
味
わ
い
深
い
文
人
書
画
や
上
品
な
四
条
派
の
作
品
こ
そ
が
大

阪
の
床
の
間
を
彩
っ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

戦
前
ま
で
の
評
価
の
高
さ
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
先
入
観
を
捨
て
て
、
大
阪
画
壇
の
流
れ
を
見
た
と
き
、
円
山
四
条
派
に
限
っ
て
も
西
山
親
子
は
も
と
よ
り
、
森
徹

山
、
上
田
耕
夫
、
長
山
孔
寅
、
佐
藤
魚
大
、
松
本
観
山
、
上
田
公
長
な
ど
顕
彰
す
べ
き
画
家
は
数
多
い
る
。「
清
和
温
潤
」、「
幽
雅
軽
淡
」
を
旨
と
し
た
彼
ら
の
作
品

が
長
谷
川
等
伯
・
岸
駒
・
伊
藤
若
冲
・
曾
我
蕭
白
等
と
同
等
の
評
価
（
大
正
九
年
）
を
得
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
何
故
こ
れ
ら
の
評
価
が
、
地
元
大

阪
で
下
落
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
決
し
て
、
作
品
の
質
の
問
題
で
は
な
い
。
で
は
、
茶
会
が
減
っ
た
か
ら
、
料
亭
で
の
扱
い
が
減
っ
た
か
ら
、
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
の
在
阪
財
界
人
が
興
味
を
な
く
し
た
か
ら
、
そ
の
何
れ
も
が
一
因
と
言
え
よ
う
が
、
根
本
的
要
因
は
、
や
は
り
地
元
大
阪
に
お
け
る
顕
彰
の
欠
落
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
昭
和
一
六
年
「
岡
田
米
山
人
並
半
江
展
」、
昭
和
一
七
年
「
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
」
に
連
続
し
て
展
示
し
て
以
降
、
昭
和
五
六
年
「
近
世
の
大
阪
画
壇
」
ま
で

の
四
〇
年
間
、
大
阪
市
立
美
術
館
が
継
続
的
な
企
画
を
打
っ
て
来
な
か
っ
た
影
響
は
や
は
り
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
失
わ
れ
た
四
〇
年
間
の
蓄
積
の
差

こ
そ
が
、
京
都
（
京
都
画
壇
）
と
大
阪
の
差
、
す
な
わ
ち
大
阪
画
壇
の
凋
落
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

平
成
に
な
っ
て
、
大
阪
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
豊
か
な
文
化
的
資
源
の
集
積
地
で
も
あ
る
堺
市
や
池
田
市
、
枚
方
市
、
芦
屋
市
な
ど
の
公
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
大
阪
画
壇
の
展
覧
会
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
戦
災
に
よ
る
影
響
と
そ
の
後
の
都
市
化
が
進
む
大
阪
に
比
し
て
、
明
治
大
正
昭
和
の
面
影
を
残
す
文
化

都
市
と
し
て
の
試
み
と
も
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
定
期
的
に
企
画
展
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
は
心
強
い
こ
と
と
言
え
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
明
治
大
正
期
か
ら
地
道
に
作
品
収
集
（
主
に
浮
世
絵
で
、
特
に
上
方
絵
の
研
究
で
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
勢
い
が
あ
る
）
を
継
続
し
て

き
た
大
英
博
物
館
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
合
同
研
究
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
大
英
博
物
館
に
は
ま
だ
見
ぬ
芳
園
、
完
瑛
の
傑
作
が
あ
り
、
大
阪
四
条
派
の
意
欲
的
な

調
査
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
大
規
模
な
里
帰
り
展
も
計
画
中
で
あ
る
が
、
微
力
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
一

人
一
人
の
画
家
に
物
語
を
付
与
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
の
作
品
が
あ
る
べ
き
姿
で
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。「
幽
雅
軽
淡
」
な
作
品
を
床
の

間
の
「
室
礼
」
の
中
で
堪
能
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
時
、
大
阪
画
壇
（
芳
園
・
完
瑛
を
中
心
と
す
る
四
条
派
）
の
復
権
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

上
品
で
「
高
等
（
こ
う
と
）」
な
大
阪
文
化
も
再
認
識
さ
れ
て
い
く
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
を
な
す
に
当
り
、
ご
子
孫
の
西
山
正
実
氏
、
西
山
一
子
氏
を
始
め
と
し
て
、
池
田
治
司
氏
、
圓
井
謙
三
郎
氏
、
圓
井
愼
一
郎
氏
、
藪
本
公
三
氏
、
藪
本

太
一
氏
か
ら
貴
重
な
作
品
、
資
料
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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資
料
「
鍳
録
定
」
抜
粋
、
た
だ
し
（

 ）
は
筆
者

 

 
（
有
名
画
家
）

 

 
濃
彩
箭
竹
図

 
 
 
 
 
 
 
 

西
山
謙
鍳
書
画
之
印
（
朱
文
方
印
･斜
半
印
）
･西
山
謙
印
（
白
文
方
印
）
完
瑛
鑑
（
朱
文
方
印
）

 

 呉
景
文
先
生
真
蹟
無
疑

 
 
 明
治
二
十
年
十
月

 完
瑛
審
諦

 

右

 絹
本
竪
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 従
後
藤
氏
鍳
定
頼
来

 
 

 
白
桃
小
禽
図

 
 

菊
花
双
鶴
図

 

 呉
景
文
先
生
真
蹟
無
疑

 
 
 明
治
二
十
年
十
月

 
 
 完
瑛
審
諦

 

 
 絹
本
竪
二
幅
対

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 従
上
野
氏
鍳
定
頼
来

 

郭
子
儀
図

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 義
董
翁
画
真
蹟
無
疑

 
 
 
 明
治
二
十
年
十
月

 
 
 完
瑛
観

 

山
中
氏
頼

 

 
雪
中
平
等
院

 
 
 
 
 
 扇
面

 
 完
瑛
鑑
（
斜
半
印
・
朱
文
方
印
）

 

 先
哲
応
挙
翁
真
蹟
無
疑
矣

 
 明
治
二
十
年
丁
亥
菊
秋

 完
瑛
観

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 従
後
藤
氏
持
来

 

 
五
鶴
図

 
 
 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 
 植
邨
氏
持
参

 

応
挙
翁
画
淡
彩
五
鶴
図
真
蹟
不
可
最
疑
本
物

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 明
治
二
十
年
丁
亥
初
冬

 完
瑛
観

 

 
夏
艸
花
三
種

 
 
 
 
 
 絹
本
双
幅

 
 
 
 
 
 
 木
邨
氏
蔵
幅

 

秋
艸
花
四
種

 
 
 
 
 
 
 

 抱
一
上
人
画
真
蹟
無
疑

 
 
 明
治
二
十
年
丁
亥
暮
秋

 完
瑛
鍳
賞

 

 
飛
鴨
水
仙
花
図

 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 
 同
蔵

 

 呉
景
文
先
生
真
蹟
無
疑

 
 
 明
治
二
十
年
丁
亥
秋
冲

 
 完
瑛
観

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 證

 

淡
彩
春
草

 

墨
画
雲
龍
図

 
 
 
 西
山
謙
鍳
定
書
画
之
印
（
朱
文
方
印
）

 

淡
彩
春
草

 

 右
無
落
款

 

 紋
絖
本
三
幅
対
左
右
小
幅

 

応
挙
先
生
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 明
治
廿
一
年
戌
子
立
春

 完
瑛
審
諦

 
 
 

西
山
謙
印
（
白
文
方
印
）
・
西
完
瑛
鑑
賞
章
（
朱
文
方
印
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 二
月
十
五
日
認
従
西
川
氏
嘱
来
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青
砥
藤
綱
叡
智
使
捜
銭
図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 従
中
野
氏
持
来

 

 蘆
雪
翁
書
画
真
蹟
無
疑
矣

 
 
 
 
 
 

 
 明
治
廿
一
年
戌
子
初
春

 完
瑛
鍳

 
 完
瑛
鑑
賞
（
朱
文
鑑
賞
）

 

 
竹
林
驟
雨
洗
暑
図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 蕪
村
翁
書
画
真
蹟
無
疑
矣

 
 

 
 明
治
廿
一
年
戌
子
春
日

 完
瑛
観

 

 
墨
画
山
水
図

 
 
 
 紙
本
直
幅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 従
芝
川
氏
持
来

 

 応
挙
先
生
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
廿
一
年
戌
子
春
日

 完
瑛
鍳
賞

 西
山
謙
鍳
定
書
画
之
印
（
朱
文
方
印
）

 

 
墨
画
水
仙
図

 
 
 
 紙
本
竪
幅

 
 
 田
中
完
次
郎
持
来

 
 西
山
謙
鍳
定
書

画
之
印
（
朱
文
方
印
半
斜
印
）

 

 応
挙
先
生
真
蹟
無
疑
矣

 
 

 右
因
需
不
記
年
月

 
 
 完
瑛
観

 

 
真
景
富
嶽
図

 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 右
と
同

 
 
 
 
 
 西
山
謙
鍳
定
書

画
之
印
（
朱
文
方
印
半
斜
印
）

 

 応
挙
先
生
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 右
同
断

 
 
 
 
 
 
 六
月
十
七
日
午
後
三
時
認

 

 

餌
刺
天
狗
図

 
 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 同
日
鱗
星
氏
取
次

 

 英
一
蝶
倣
戯
画
而
真
蹟
無
疑

 
 
 

 
 戌
子
立
秋

 
 
 完
瑛
観

 印

 

 
設
色
春
季
花
籠
図

 
 
 絹
本
竪
幅

 
 嘉
納
氏
持
参

 

 土
佐
光
起
所
画
当
是
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
戌
子
歳
初
秋

 
 完
瑛
鍳
賞

 

 
設
色
真
画
花
籠
図

 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 嘉
納
氏

 

 左
近
将
監
光
起
真
蹟
不
可
最
疑

 
 
 

 
 明
治
戌
子
中
秋

 完
瑛
審
諦

 

 
宝
珠
白
鼠
図

 
 
 
 
 紙
本
横
幅

 
 
 
 

 呉
景
文
先
生
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
戌
子
初
冬

 
 
 完
瑛
観

 

 
長
春
花
双
蝶
図

 
 
 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 井
口
氏
持
来

 

 蘆
雪
翁
画
真
蹟
無
疑
矣

 
 
 

 
 明
治
己
丑
春
日

 
 
 
 完
瑛
観

 

  
 
 
 
 證

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 藤
谷
氏
頼

 

老
松
双
鶴
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福
禄
寿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 

松
旭
舞
鶴

 

 落
款
安
永
丁
酉
初
春
写
応
挙

 

 印
章
方
面
聯
印
各
白
文

 

 右
先
生
所
画
不
可
最
疑
矣

 

 
 明
治
己
丑
歳
仲
夏

 
 
 
 完
瑛
観

 

  
 
 
 
 證

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西
京
中
邨
氏
頼

 

豊
干
禅
師
説
法
図

 

 墨
画
金
砂
子
紙
本
襖
十
二
幀
無
疑
矣

 

 右
呉
月
渓
先
生
所
画
而
墨
法
淋
漓
備

 

 精
至
善
真
可
謂
傑
作
矣

 

 
 明
治
廿
二
年
己
丑
仲
夏

 
 完
瑛
審
諦

 

 
（
芳
園
・
完
瑛
）

 

 
義
家
軍
装
図
（
朝
臣
）

 
 絹
本
竪

 
 
 
 
 
 
 
 木
邨
氏
蔵
幅

 

浅
間
嶽
真
景
図

 
 
 
 
 絹
本
竪

 
 
 
 
 
 
 
 同

 

萩
花
映
水
図

 
 
 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 同

 

 先
人
真
蹟
無
疑

 
 
 
 
 
 明
治
二
十
年
丁
亥
菊
秋

 完
瑛
観

 

 
墨
画
雨
中
嵐
山

 紙
本
竪
幅

 従森
下
氏
持
来

 明
治
二
十
年
十
一
月
十
一
日
認

 

 先
人
遺
墨
無
疑
矣

 
 
 
 
 
 
 
 
 有
文
左
二
書
（
上
部
に
不
明
朱
文
方
印
半
印
）

 

 
襄
時
先
人
携
来
遊
西
京
訪
問
人
宮
崎
氏

 

同
氏
与
兄
弟
同
伴
遊
嵐
山
正
□
夏
梅

 

雨
瀟
々
節
皆
興
尽
帰
其
宿
宮
崎
氏

 

其
夜
先
人
酒
間
乗
興
作
此
図
即
画
間
之

 

実
況
也
来
陪
観
鶯
記
今
三
十
又
餘
年

 

受
応
嘱
記
以
得
篤

 宮崎
氏
は
皇
族
有
栖
川
家
臣

 通称
曰
頼
母
住
家
新
椹
木
町

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 明
治
二
十
年
丁
亥
歳
立
冬

 完
瑛
西
山
謙
併
審
諦

 

 
 
 
 
 
 證

 

竹
筍
図

 

旭
日
稚
松
図

 
 
 
 
 

青
梅
図

 

絹
本
竪
三
幅
対

 

落
款
芳
園

 

印
章
方
西
朱
白
聯
印

 

右
先
考
所
画
真
蹟
無
疑

 

恙
箱
表
題
字
亦
同
筆
矣

 

明
治
廿
一
年
戌
子
五
月

 
 
 
 完
瑛
審
諦

 
 
 

 
 右
植
村
氏
持
来
五
月
廿
八
日
認
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梅
花
黄
鳥
図

 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 戌
子
七
月
十
日
赤
井
氏
取
次

 

水
泉
青
楓
図

 

完
瑛
画
併
書
巻

 

 
薩
田
望
嶽
図

 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 
 右
同
日
認
井
口
氏
取
次
小
野
氏
蔵

 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 
 

 
 戌
子
立
秋

 
 
 
 
 
 
 
 
 完
瑛
観

 印

 

 
義
家
朝
臣
図

 
 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 同
月
同
日
高
木
氏
頼

 

 先
考
遺
墨
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
戌
子
立
秋

 
 
 
 
 
 
 完
瑛
観

 

 
孤
鶴
疑
冬
花
図

 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 近
安
頼

 

 完
瑛
画
併
書
巻

 

 
牡
丹
孔
雀
図

 
 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 今
田
氏
持
来

 

 先
考
遺
墨
真
蹟
無
疑
矣

 
 
 

 
 戌
子
歳
立
秋

 
 
 
 
 
 
 
 
 完
瑛
鍳
賞

 

 
二
王
図

 
 
 
 
 
 
 紙
本
双
幅

 
 
 藤
谷
氏

 

 先
考
所
画
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
戌
子
初
秋

 
 完
瑛
鍳
併
識

 

 
月
夜
嵐
山
図

 
 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 十
月
二
日
赤
松
清
六
之
男
利
兵
衛
頼

 

 先
考
遺
墨
真
蹟
無
疑
矣

 

 
 明
治
二
十
一
年
戌
子
秋
日

 
 完
瑛
観

 

 
帰
漁
捕
鱈
図

 
 
 
 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 治
邨
氏
持
参

 

 先
考
遺
墨
真
蹟
無
疑
矣

 
 
 

 
 明
治
己
丑
春
日

 
 
 
 完
瑛
観

 

 
義
家
朝
臣
図

 飛
鳥
井
雅
光
公
讃

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 
 
 
 五
月
七
日
尾
野
氏
持
来

 

 先
考
所
画
無
疑
真
蹟

 

 
 明
治
己
丑
立
夏

 
 
 
 
 完
瑛
観

 

 
雨
中
夏
景
嵐
山
図

 
 絹
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 治
邨
氏

 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 
 
 
 
 
 

 
 己
丑
歳
立
夏

 
 
 
 完
瑛
観

 

 
雨
中
青
楓
双
小
禽
図

  絹本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 磯
上
氏
頼

 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 
 
 

 
 己
丑
初
夏

 
 
 
 
 完
瑛
観
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松
苗
破
土
図

 
 
 
 紙
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 井
口
氏
持
参

 
 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 
 

 
 己
丑
歳
盛
夏

 
 
 
 完
瑛
観

 

 
許
宣
平
與
桃
図

 
 
 絹
本
竪
幅

 
 
 
 
 
 
 井
口
氏
持
参

 

 僲
人
許
宣
平
與
桃
子
干
婢
図

 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 

 
 明
治
廿
二
年
六
月

 
 完
瑛
観

 

 
酒
河
漁
舟
図

 
 
 
 絹
本
直
幅

 
 
 
 
 
 
 井
口
氏
持
参

 

 先
考
所
画
無
疑

 

 
 己
丑
歳
盛
夏

 
 
 
 完
瑛
観

 

 
雨
中
夏
景
嵐
山
図

 
 絹
本
竪
幅

 
 井
口
氏

 

 先
考
遺
墨
無
疑
矣

 

 
 明
丑
夏
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 完
瑛
観

 

 
旭
日
波
濤
図

 
 
 
 絹
本
竪
幅

 
 山
中
氏
頼
八
月
七
日
認

 

 先
考
遺
墨
不
可
最
疑
矣

 

 
 癸
丑
歳
立
秋

 
 
 
 
 
 
 
 完
瑛
観

 

 
墨
画
葡
萄
図

 
 
 
 紙
本
直
幅

 
 植
邨
氏

 
 

 先
人
遺
墨
無
疑
矣

 

 
 癸
丑
立
秋

 
 
 
 
 
 
 
 
 完
瑛
観
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註註
一　
　

平
成
二
四
年
の
『
近
世
浪
華
の
町
人
と
文
人
趣
味
』
以
来
、
同
二
五
年
『
花
外
楼
│
老
舗
料
亭
の
一
品
│
』、
同
二
六
年
『
浪
花
慕
情
│
菅
楯
彦
と
そ
の
世
界
│
』、
同
二
七
年
『
北
野
恒

富
と
中
河
内
│
知
ら
れ
ざ
る
大
阪
画
壇
の
発
信
源
│
』、
同
二
九
年
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
│
大
阪
四
条
派
の
系
譜
│
』
に
至
る
五
カ
年
計
画
で
大
阪
画
壇
を
順
次
取
り
上
げ
て
き

た
。

註
二　
　
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
│
大
阪
四
条
派
の
系
譜
│
』
平
成
二
九
年
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館

註
三　
　
『
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
』
記
念
図
録　

大
阪
市
立
美
術
館　

昭
和
一
七
年

註
四　
　
「
雑
録　

西
山
芳
園
先
生
」『
名
家
談
叢
第
十
七
号
』
明
治
三
〇
年　

註
五　
　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
と
い
う
説
も
あ
る
。

註
六　
　

一
分
金
（
一
両
＝
四
分
）
一
両
十
万
と
考
え
た
場
合
、
二
万
五
〇
〇
〇
円
と
な
る
。

註
七　
　

森
一
鳳
﹇
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
〜
明
治
四
（
一
八
七
一
）﹈

註
八　
　

菅
其
翠
﹇
天
保
二
（
一
八
三
一
）
〜
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）﹈

註
九　
　
「
西
山
芳
園
」『
大
阪
人
物
誌
』
正
続　

石
田
誠
太
郎　

臨
川
書
店　

昭
和
四
九
年

註
一
〇　
「
後
藤
松
陰
」『
大
阪
人
物
誌
』
正
続　

石
田
誠
太
郎　

臨
川
書
店　

昭
和
四
九
年

註
一
一　

木
村
武
夫
「
浪
華
畫
學
校
の
顚
末
」（
魚
澄
惣
五
郎
編
『
大
阪
文
化
史
研
究
』
星
野
書
店　

昭
和
十
八
年
）

註
一
二　

展
覧
会
調
査
の
過
程
で
西
山
完
瑛
の
ご
遺
族
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
お
手
元
に
伝
承
さ
れ
た
印
鑑
、
各
種
資
料
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
本
項
で
は
、「
西
山
完
瑛

資
料
」
と
し
て
そ
の
中
か
ら
関
連
す
る
も
の
を
紹
介
し
た
い
。

註
一
三　

武
部
白
鳳
の
遺
族
か
ら
大
阪
市
新
美
術
館
建
設
準
備
室
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
な
か
に
、
完
瑛
に
よ
る
「
白
鳳
号
命
名
書
」
や
「
完
瑛
先
生
二
五
年
追
悼
会
」
等
が
存
在
す
る
こ
と
を
、

同
室
の
小
川
知
子
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

註
一
四　
『
復
刻
版
大
阪
営
業
案
内
大
阪
商
品
仕
入
便
覧
』
明
治
三
二
年
版
を
昭
和
五
〇
年
に
復
刻
（
新
和
出
版
社
）。
同
書
に
よ
れ
ば
書
籍
商
が
多
く
軒
を
連
ね
る
心
斎
橋
筋
に
あ
っ
て
図
書
販
売

諸
物
品
取
次
用
達
と
し
て
本
町
四
丁
目
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

註
一
五　

大
阪
市
西
区
本
町
四
丁
目
四
番
地　

編
集
発
行
者　

石
塚
猪
男
（
瀬
木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成　

書
画
の
価
格
変
遷
二
〇
〇
年
』
里
文
出
版　

平
成
一
二
年
）

か
ら

註
一
六　

今
日
相
場
と
し
て
考
え
る
場
合
、
銀
行
員
の
初
任
給
が
二
〇
万
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
約
三
〇
〇
〇
倍
で
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
正
期
の
引
用
は
『
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風

俗
史
上
下
』
朝
日
文
庫　

昭
和
六
二
年
か
ら
。

註
一
七　

山
本
發
次
郎
（
明
治
二
〇
年
一
八
八
七
〜
昭
和
二
六
年
一
九
五
一
）
岡
山
生
。
船
場
で
メ
リ
ヤ
ス
業
を
営
む
山
本
発
次
郎
の
婿
養
子
と
な
り
二
代
目
を
襲
名
。
山
發
産
業
を
経
営
し
メ
リ

七
四
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ヤ
ス
製
品
を
は
じ
め
染
毛
料
を
製
造
販
売
す
る
。
事
業
の
か
た
わ
ら
美
術
品
蒐
集
を
お
こ
な
い
関
西
を
代
表
す
る
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

註
一
八　
『
故
ビ
ゲ
ロ
ー
氏
遺
愛
品
浮
世
絵
及
四
條
派
画
幅
入
札
目
録
』　

昭
和
八
年　

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
（
入
札
期
日
昭
和
八
年
一
二
月
九
日
・
一
〇
日
両
日
下
見
、
一
一
日
入
札

並
開
札　

場
所
東
京
市
芝
区
新
橋
七
丁
目
東
京
美
術
倶
楽
部　

札
元
東
京
川
部
商
会
・
本
山
豊
實　

大
阪
池
戸
宗
三
郎
・
山
中
吉
郎
兵
衛
）

註
一
九　

芳
園
作
品
二
一
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
中
蓬
莱
山
・
左
鶺
鴒
・
右
鴛
鴦　

絹
本　

横
幅　

二
、
淡
彩
柳
鷺　

絹
本　

縦
幅　

三
、
枝
垂
櫻
雉
子　

絹
本　

縦
幅　

四
、
淡
彩
水

辺
田
家　

絹
本　

縦
幅　

五
、
淡
彩
旭
日
老
松　

絹
本　

縦
幅　

六
、
淡
彩
雨
中
杜
鵑　

絹
本　

縦
幅　

七
、
着
色
菊
雉
子　

絹
本　

双
幅　

八
、
松
蔦
鷹　

絹
本　

縦
幅　

九
、
椿
小
禽　

絹
本　

縦
幅　

一
〇
、
茶
之
木
小
禽　

絹
本　

縦
幅　

一
一
、
淡
彩
通
天　

絹
本　

縦
幅　

一
二
、
淡
彩
花
鳥　

絹
本　

横
幅　

一
三
、
淡
彩
白
蓮
蛙　

未
記
載　

縦
幅　

一
四
、
富
嶽　

絹
本　

縦
幅　

一
五
、
着
色
旭
日
青
稲　

絹
本　

横
幅　

一
六
、
淡
彩
飛
雀　

未
記
載　

縦
幅　

一
七
、
淡
彩
恵
比
寿　

未
記
載　

縦
幅　

一
八
、
着
色
武
将　

絹
本　

縦
幅　

一
九
、
着

色
籠　

未
記
載　

縦
幅　

二
〇
、
春
景
山
水
絹
本　

小
品
幅　

二
一
、
着
色
秋
草
雀　

二
枚
折

註
二
〇　
『
な
に
わ
風
情
を
満
喫
し
ま
せ
う
│
大
阪
四
条
派
の
系
譜
│
』
に
出
品
し
て
い
た
い
た
だ
い
た
折
に
軸
箱
に
落
と
し
札
が
あ
り
、
山
中
商
会
に
よ
り
四
一
九
九
円
で
落
札
さ
れ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
入
札
が
行
わ
れ
た
昭
和
八
年
、
銀
行
員
初
任
給
七
〇
円
、
大
工
の
手
間
賃
二
円
、
そ
ば
一
杯
十
銭
で
あ
っ
た
。『
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史
上
下
』
朝
日
文
庫　

昭
和
六
二
年

か
ら
。

註
二
一　

書
画
商
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
る
作
品
の
鑑
定
書
を
書
留
め
た
帳
面
の
こ
と
。
鍳
定
録
甲
集（
明
治
二
〇
〜
二
二
年
迄
）と
表
題
さ
れ
る
縦
帳
で
、
完
瑛
自
筆
に
よ
る
鑑（
鍳
）定
控
で
あ
る
。

同
書
と
と
も
に
鍳
書
録
乙
集（
明
治
二
二
〜
二
三
年
）、
経
眼
鍳
書
録
丙
集（
明
治
二
四
〜
二
五
年
）、
鍳
書
録
戊
集（
明
治
二
七
〜
二
八
年
）の
四
冊
が
確
認
で
き
る
。
全
冊
数
は
判
明
せ
ぬ
が
、

丁
集
が
一
冊
抜
け
て
い
る
よ
う
だ
。
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
が
、
大
部
の
丁
数
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
鍳
定
録
甲
集
」
の
な
か
か
ら
四
〇
件
の
紹
介
に
留
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
機

会
を
改
め
て
、
全
文
翻
刻
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
考
文
献

『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
│
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
構
想
│
』
中
谷
伸
生　

醍
醐
書
房　

平
成
二
二
年

『
大
阪
人
物
辞
典
』
三
善
貞
司　

清
文
堂　

平
成
一
二
年

『
大
坂
の
書
と
画
と
本
│
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
│
』
関
西
大
学
図
書
館　

平
成
九
年

『
大
阪
文
化
史
研
究
』
星
野
書
店　

昭
和
一
八
年

『
お
お
さ
か
文
藝
書
画
展
│
近
世
か
ら
近
代
へ
│
』
関
西
大
学
図
書
館
創
設
八
〇
周
年
記
念
・
文
学
部
創
設
七
〇
周
年
記
念　

関
西
大
学
図
書
館
編
集
発
行　

平
成
八
年

『
完
瑛
画
譜
』
芸
艸
堂　

明
治
一
九
年

『
近
世
の
大
阪
画
人
│
山
水
・
風
景
・
名
所
│
』
堺
市
博
物
館　

平
成
四
年

七
五
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『
近
世
の
大
坂
画
壇
』
大
阪
市
立
美
術
館　

昭
和
五
六
年

『
新
修
大
阪
市
史
第
三
巻
』
大
阪
市　

平
成
元
年

『
浪
華
摘
英
』
浪
華
摘
英
編
纂
事
務
所
編　

大
正
四
年

七
六
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